
2007 年度応用化学実験専門「有機金属」（伊藤）試験問題 
 

問 1 ある有機化合物Aに対して Ph3P=CH2を作用させると化合物 Bが生成したのに対しMe2S=CH2を作用

させると化合物 Cが得られた．化合物 Cについては図１の 1H NMRスペクトルが得られている．また元素
分析の結果は，化合物 Bは C, 92.26％; H, 7.74%，化合物 Cは C, 79.97％; H, 6.71%であった． 
 

 
図１  化合物 Cの 1H NMR 
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2.5-4.0 ppm付近の拡大図とピークデータ（左から） 
 
(1) 化合物 Cの構造について推論しなさい． 
(2) 化合物 Bの構造について推論しなさい． 
(3) 化合物 Aの構造について推論するとともに化合物 B，化合物 Cへの変換過程について説明せよ． 
 

（裏面に続く） 



問２ 化合物 Dに対して次のような式に示す変換を行ったところ化合物 Eを経て化合物 Fが得られた．化
合物 Dの元素分析の結果は C, 76.14％; H, 11.18%で化合物 Eは C, 77.38％; H, 9.74%であった．また化合物 E
については図 2の 1H NMRが得られている． 
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図２  化合物 Eの 1H NMR 

   
 
2005.825, 1995.897Hz         1755.787, 1745.859Hz     743.866, 737.063, 730.260 Hz 
                                                                   568.839, 562.036, 555.233 Hz 

5.5から 6.8 ppmの拡大図           1.6から 2.6ppmの拡大図 
 

(4） 化合物 Eの構造について推論しなさい． 
(5) 化合物 Dの構造について推論し，化合物 Eや Fの生成経路について説明しなさい． 

 
以上 


